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「楽をしたい」という理由からAIを使う

↓

「効率化」という免罪符

↓

結果として脳が使われなくなる

教育や創造の現場では致命的

現状のAIは脳に対する脅威



「デジタル脳クライシス
AI時代をどう生きるか」
酒井 邦嘉 著
朝日新聞出版（2024）



インターネットと「対話風AI」依存の危険性

1) 考える前に頼ることで思考力・創造力が低下

2) 都合の良い選択により、自己肯定感が増幅

3) 書き手と読み手の間の人間・信頼関係の喪失

解決策 → AIの規制と、読書を取り戻すこと

デジタル脳クライシス



「東大塾 脳科学とAI」
酒井邦嘉編
東京大学出版会（2024）



「人間に本性として生得的に備わる言語能力

については、理論言語学や言語脳科学によっ

て解明が進んでいます。しかし、経験知につ

いては、まだ脳科学の研究テーマになってい

ないわけです。人間自身が人間を科学的に理

解できていないこの状況下で、AIをデザイン

するというのは、かなり乱暴な行為ではない

でしょうか」（「UP」2025年2月号, 酒井）



「学問的に予想されるデジタル教科書のデメリット、紙の教科書

のメリットが十分に検討されないまま、デジタル教科書推進あり

きで一方的に議論が進められており、大いに問題がある。教科書

の形態を紙とデジタルのどちらにするかは、成長期にある子ども

の学習や人格形成、健康に重大な影響を与えるものであり、その

選択を各教育委員会に『丸投げ』することは、国の責任放棄に等

しい。紙に比べデジタルの方が学習効果が高いという根拠は乏し

く、デジタル教科書から紙の教科書に回帰した海外の事例は、実

際に起きたことであるだけに、重くとらえなくてはならない。子

どもの学力や思考力の低下につながらないよう、全学年、すべて

の教科で紙の教科書を主たる教材とし、デジタルはこれまで通り

補助教材の扱いにすべきだ」（文字・活字文化推進機構, 2025）

「デジタル教科書」へのパブリック・コメント



「普遍文法」は人間の創造性の源泉

入力 出力

分析 合成

普
遍
文
法

普遍文法は入力・出力に対して中立で、
新しい組合わせを生み出す「生成」の素 



「構造化」は想像力と創造力の基本

入力 出力

想像 創造

理解

構造化

記憶

解釈 表現



J. Conrad (1897): 「芸術家は、私たちの心根（こころ

ね）の中でも、知性の部分とは関係のない部分に訴

えかけようとするものです。自分自身の屋台骨にあ

たる、生まれながらにして与えられている感性に訴

えかけようとするのであって、私たちが後天的に獲

得した資質に訴えかけようとするのではありません

…〔中略〕 より普遍的・永続的な部分に訴えかけると

いうことです」 The Nigger of the Narcissus, Preface

バーガー＆ニール著 『マジックと意味』 田代茂訳 p.19



「ものを知らない人の中には、その人が知ら

ないその当のことがらに関する、正しい考え

が内在しているのである」 プラトン著『メノン－徳（アレ

テー）について』（渡辺邦夫訳、光文社文庫）p.91

ソクラテスとメノンの対話

通称「プラトンの問題」



「そもそも教育というものは、ある人々が世に宣言

しながら主張しているような、そんなものではない

ということだ。彼らの主張によれば、魂のなかに知識がないから、

自分たちが知識をなかに入れてやるのだ、ということらしい［中略］ 

ひとりひとりの人間がもっているそのような〔真理を

知るための〕機能と各人がそれによって学び知ると

ころの器官［知性］とは、はじめから魂［心］のなか

に内在している」 『国家（下）』（藤沢令夫訳、岩波文庫）p.115

ソクラテスとグラウコン（プラトンの兄）の対話



「教育とは、まさにその器官を転向させることがどう

すればいちばんやさしく、いちばん効果的に達成され

るかを考える、向け変えの技術にほかならないという

ことになるだろう。［中略］ 知の徳だけは、何にもまして、

もっと何か［精］神的なものに所属しているように思われる。

その［精］神的な器官〔知性〕は、自分の力をいついかなる

ときにもけっして失うことはないけれども、ただ向け変えの

いかんによって、有用・有益なものともなるし、逆に無益・

有害なものともなるのだ」 同 p.116

「教育とは、向け変えの技術にほかならない」



創造性についての論点

1. 幼児期から十年の「情操教育」が有効

 一芸から普遍化できるような全人教育を

 ポイントはインセンティブと限界的練習

2. 人工知能（AI）時代の創造性とは

 AIの意思決定を超えるセンス：流れや文脈

3. アートにおける創造性とは

 何がオリジナルなのかを見極めるセンス
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